

































ます。最初の入学生が第 l 期生、明治 34 年の入





































































（第 1 期～第 19 期）
図 2 専門学校時代の東E同文書院への府県派遣入学者の
地域別内訳（第 20期～第 39 期）
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味します。見ていきますと第 l 期から第 5期まで










(jg l 期 5. 2店 2 耳目 2、 鰐 0明 2.
SH Ii 期 l，第 16 期 1、第 20JVI l 、























































12 月 2 日の「京都府通常府会議事速記録」第 9
号で確認しておきます。まず名誉職参事会員の堤

















































ところで、第 6 期から第 10 期まで、すなわち



























出典：「京都府通常市部会議事速記録」大正 8 年第 3 号 37 頁、大正 9 年第 3 号 29 頁、大正 IO 年第 2 号 16 ～
17 頁、「京都府通常市部決議録」大正 8 年 36 頁、大正 9 年 36 ～ 37 頁、大正 10 年 37 ～ 38 頁、大正
















は謎の l つなんですが、この第 12 期から第 19

















が、大正 10 年には 2,095 円、そして大正 1 1 年
以降は 4,000 円台という推移をたどっています。

























































































































































ものでありますが、 l 行に 70 字あり、本文は 22
行にわたって書カ亙れております。これほどの大き
な石碑は日本でも非常に珍しいと思います。機会
があったらぜひこの荒尾先生の碑をご覧になって
東亜同文書院に入学した京都府出身者
ください。これは先ほどもお話がありましたよう
に近衛篤麿公が文をお書きになって、中国から当
しよういん時外務省で来ておられました隙西省の総督の升允
という外交官の方が素晴らしい構書で書カ亙れてい
ます。ぜひご覧になってください。私が金沢で発
見しましたのを、偶然この 7 月の初めに私に譲る
からというお話がありまして、それを譲り受けま
して、今回学校のほうへ寄贈し＝たしました。今朝
電車に乗って持ってまいりまして、早速そちらへ
展示させていただきましたので、ぜひお帰りに見
てください。終わります。
【司会】 どうもありがとうご、ざ、いました。大変恐
縮ですけれど、碑と書幅をぜひご覧になっていた
だいて。だいぶ時間が押してしまいましたので、
今日は質疑応答できなくて申し訳ありませんけれ
ども、まだ発表者もおられますのでまた表のほう
でお聞きいただければと思います。後半大変急ぎ
まして。これで終わらせていただきます。どうも
ありがとうございました。
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